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新年度の予算が決まりました
令和３年度予算審議

　２月定例会において、市長から令和３年
度の予算案が提案され、３月１６日・１７日・
１９日の３日間、予算決算委員会を開催し、
その内容について審査を行いました。
　その結果、全ての予算案が原案どおり可
決され、令和３年度の市の予算の使い道が
決まりました。その中から主な事業を紹介し
ます。

予算総額

４２０億２，１３２万９千円
【予算内訳】
一般会計　２２０億９，１８０万円

特別会計　１０９億８,２５０万円

企業会計　　８９億４,７０２万９千円

一般会計予算内訳

議 会 費 １億９, ５８９万９千円

総 務 費 ２９億　 ８６０万４千円

民 生 費 ６１億４, ０７９万５千円

衛 生 費 ３２億６，０５８万８千円

労 働 費 ４, ２４６万　　円

農林水産業費 ４億７, １１５万７千円

商 工 費 ９億３，９８１万４千円

土 木 費 ２１億２, ００５万９千円

消 防 費 ８億９, ４１６万６千円

教 育 費 ３０億７, ５２９万９千円

災 害 復 旧 費 ３, ５５５万５千円

公 債 費 １９億７, ７４０万４千円

予 備 費 ３, ０００万　　円

一般会計歳入

一般会計歳出

（補正予算額　２億８，６８０万円含む）
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令和３年度予算編成の特徴

井原市第７次総合計画　『理念・目標』

　厳しい財政環境の下、本市のまちづくりの指針となる「井原市第７次総合計画」「第２期　元気いば
ら まち・ひと・しごと創生 総合戦略」「国土強靱化地域計画」等に掲げる各種事業を着実に推進する
とともに、「新型コロナウイルス感染症」への対応や「新たな日常」の構築といった「将来を見据えた
まちづくり」の推進に向けて、財政運営のスリム化を図り、「将来にわたり持続可能な財政運営」の確
立を図ることを基本に予算編成が行われています。

基本理念「輝くひと　未来創造都市　いばら」
基本目標１　伝統、文化が引き継がれ、郷土を愛する人が育まれるまちづくり【教育・文化】
基本目標２　地域の宝を生かし、魅力がいっぱいで、活力にあふれるまちづくり【産業・交流】
基本目標３　子育てしやすく、誰もが生きがいをもち、いきいきと暮らせるまちづくり【健康・医療・福祉】
基本目標４　安全・安心で、美しい自然と調和した、みんなが住みよさを実感できるまちづくり

【環境・防災・防犯・都市基盤】

主な事業の紹介
【事業名】学校ＩＣＴ・ＧＩＧＡスクー
　　　　 ルサポート体制整備事業

【事業費】２，８００万円
【内　容】
タブレット導入後のＩＣＴ教育の推
進を図るため、市内全ての小中学校
に加え、市立高校、大山塾へもＩＣＴ・
ＧＩＧＡスクール支援員を配置し、
その活動時間も大幅に拡充します。

【事業名】田中美術館新館建設事業

【事業費】８億９，４４０万円
【内　容】
昭和44年、同48年の建設から約50
年が経過し、老朽化が著しい市民
ギャラリー、別館を解体撤去し、昭
和57年建設の本館を全面改装して、
新館を建設します。（令和５年４月
リニューアルオープン予定）
令和３年度
建築工事、所蔵作品保管業務委託　等

【事業名】事業承継推進補助金

【事業費】３，０００万円
【内　容】
事業承継は喫緊の課題であり、本市の
特色である製造業を中心とした産業
を積極的に支援し、将来に向けた事業
の継続を促すため、補助金（２/３・
200万円上限）及び奨励金（50万
円）を交付します。

【事業名】経済・雇用対策事業
　　　　 「イバラノミクス」

【事業費】７，４９６万５千円
【内　容】
市内企業の「ヒト・モノ・カネ」へ
の集中投資を促進し、全産業の生産
性を高め、新たな事業展開、成長戦
略への取組を積極的に後押しするこ
とにより稼ぐ力の向上を図るととも
に、新規創業者への積極的な支援、
新たな企業の誘致などにより市内全
体の賑わいの創出を図ります。

【事業名】稲倉産業団地開発事業

【事業費】３億４，２１０万円
【内　容】
開発区域面積 8.5 ｈａ（市道用地 3.0
ｈａ含む）、平地面積 4.0 ｈａの産業
団地の開発を行います。

令和３年度
団地造成工事、確定測量 、配水管工
事　等

【事業名】移住・定住対策事業
　　　　「いばらぐらし支援メニュー」

【事業費】１億２，２８５万４千円
【内　容】
住宅リフォーム補助、いばらぐらし
住宅新築等補助、いばらぐらし中古
住宅活用補助、いばらぐらしスマイ
ルプラス補助、四季が丘団地助成、
分譲宅地開発助成の継続６事業を実
施します。

【事業名】保育園・幼稚園保育料等
　　　　 無償化事業

【事業費】１億４，３２４万４千円
【内　容】
国の無償化対象とならない園児の保
育料及び給食副食費を市独自に完全
無償化します。

【事業名】子ども医療費無償化事業

【事業費】１億６，４００万円
【内　容】
満18歳に達した日以後の最初の３月
31日まで医療費の自己負担分を無償
化します。（小学生通院、中学生か
ら18歳までの入通院を市独自で無償
化）

【事業名】水道施設等耐震化事業

【事業費】３億２，４７２万９千円
【内　容】
水道基幹施設・管路の耐震化の推進を
行います。
令和 3 年度
中部配水池耐震化工事、中部送水管基幹
管路耐震化工事、東部配水池基本設計
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　２月２６日から３月１９日にかけて、２月市議会定例会が開かれました。２月定例会における各
議案の案件名と議決結果は次のとおりです。

２ 月 定 例 会 ２月２６日～３月１９日
（２２日間）

議案番号 件　　　　　　　名 議決結果
　　予　算　議　案
報告甲第１号 市長の専決処分した令和２年度井原市一般会計補正予算（第９号）について 承　　認

（全会一致）

議案第　１号 令和２年度井原市一般会計補正予算（第１０号） 原案可決
（全会一致）

議案第　２号 令和３年度井原市一般会計予算 原案可決
（全会一致）

議案第　３号 令和３年度井原市国民健康保険事業特別会計予算 原案可決
（全会一致）

議案第　４号 令和３年度井原市後期高齢者医療事業特別会計予算 原案可決
（全会一致）

議案第　５号 令和３年度井原市介護保険事業特別会計予算 原案可決
（全会一致）

議案第　６号 令和３年度井原市産業団地開発事業特別会計予算 原案可決
（全会一致）

議案第　７号 令和３年度井原市美星地区畑地かんがい給水事業特別会計予算 原案可決
（全会一致）

議案第　８号 令和３年度井原市水道事業会計予算 原案可決
（全会一致）

議案第　９号 令和３年度井原市病院事業会計予算 原案可決
（全会一致）

議案第１０号 令和３年度井原市工業用水道事業会計予算 原案可決
（全会一致）

議案第１１号 令和３年度井原市簡易水道事業会計予算 原案可決
（全会一致）

議案第１２号 令和３年度井原市下水道事業会計予算 原案可決
（全会一致）

議案第１３号 令和３年度井原市大倉財産区会計予算 原案可決
（全会一致）

議案第１４号 令和３年度井原市東水砂財産区会計予算 原案可決
（全会一致）

議案第１５号 令和３年度井原市宇戸財産区会計予算 原案可決
（全会一致）

　　予　算　議　案（追　加　議　案）
議案第３３号 令和３年度井原市一般会計補正予算（第１号） 原案可決

（全会一致）
　　条　例　議　案
議案第１６号 井原市事務分掌条例及び井原市都市計画審議会条例の一部を改正する条例について 原案可決

（全会一致）

議案第１７号 井原市民会館条例の一部を改正する条例について 原案可決
（全会一致）

議案第１８号 井原市国民健康保険条例の一部を改正する条例について 原案可決
（全会一致）

議案第１９号 井原市敬老祝金条例の一部を改正する条例について 否　　決
（賛成少数）

議案第２０号 井原市介護保険条例の一部を改正する条例について 原案可決
（全会一致）

議案第２１号 井原市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例について

原案可決
（全会一致）

議案第２２号
井原市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型
介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例について

原案可決
（全会一致）

議案第２３号 井原市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防
のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

原案可決
（全会一致）

議案第２４号 井原市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の一部を改正
する条例について

原案可決
（全会一致）

議案第２５号 井原市地場産業振興センター条例の一部を改正する条例について 原案可決
（全会一致）

議案第２６号 井原市美星天文台条例の一部を改正する条例について 原案可決
（全会一致）

議案第２７号 井原市営住宅条例及び井原市特定公共賃貸住宅等管理条例の一部を改正する条例について 原案可決
（全会一致）

議案第２８号 井原市芳井生き生きアドベンチャーパーク条例を廃止する条例について 原案可決
（全会一致）
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◎賛成の討論◎賛成の討論　三輪順治
　市民福祉委員長の報告に対する賛成討論を行います。すなわち、急激に敬老祝金を減額する執
行部の原案に対して反対の討論をいたします。
　そもそもこの敬老祝金条例というのは、昭和６２年６月、１９８７年に制定され、今日まで
三十数年間定着をしております制度であります。
　この制度そのものについては、当時の条例、いろんな時代の要素があるとは思いますけれども、
老後の生活に潤いを与えるということと、希望を与えることを目的としております。今日、多少
表現がそぐわないところがありますけれども、そういう感謝の気持ちを持って条例を制定し、今
日まで円滑に進められて来たところでございます。

≪次のページへつづく≫

議案番号 件　　　　　　　名 議決結果
　　そ　の　他
議案第２９号 工事請負契約の締結について 原案可決

（全会一致）

議案第３０号 工事請負契約の変更について 原案可決
（全会一致）

議案第３１号 市道路線の認定について 原案可決
（全会一致）

議案第３２号 岡山県広域水道企業団への出資について 原案可決
（全会一致）

　　発　　　議
発議第　１号 井原デニム条例について 原案可決

（全会一致）

発議第　２号 井原市議会基本条例の一部を改正する条例について 原案可決
（全会一致）

発議第　３号 井原市議会委員会条例の一部を改正する条例について 原案可決
（全会一致）

発議第　４号 井原市議会会議規則の一部を改正する規則について 原案可決
（全会一致）

　　請願・陳情
請願第　１号 選択的夫婦別姓制度の法制化に反対する意見書の提出を求める請願書 趣旨採択

（賛成多数）

賛否の分かれた案件に対する各議員の賛否の状況賛否の分かれた案件に対する各議員の賛否の状況

　 議決結果

各議員の表決結果
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議案第１９号 井原市敬老祝金条例の一部を改正す
る条例について

否　　決
（賛成少数）○ ● ● ● ＊ ○ ○ ○ ○ ● － ● ○ ○ ● ● ● ○ ●

請願第　１号 選択的夫婦別姓制度の法制化に反対
する意見書の提出を求める請願書

趣旨採択
（賛成多数）○ ○ ○ ○ ＊ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○

○＝賛成、●＝反対、△＝一部修正等、＊＝棄権、欠＝欠席、除＝除斥、－＝議長職（議長は採決に加わりません）

この案件に関して討論がありました。
議案第１９号の討論の内容については、下記をご参照ください。
請願第１号の討論の内容については、井原市議会ホームページ令和３年２月定例会の中に掲載
していますので、そちらをご覧ください。

議員名

案件名

２月定例会における議案第１９号に対して、以下の討論がありました。２月定例会における議案第１９号に対して、以下の討論がありました。
（討論の内容は、議員本人の発言をそのまま掲載しています。）（討論の内容は、議員本人の発言をそのまま掲載しています。）

  議案第１９号　井原市敬老祝金条例の一部を改正する条例について
（※議案第１９号に関する討論は、委員長報告（原案否決）に対して行われたものです。）
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　こういう時代背景の中で、今日、昨年以来コロナ禍の中で、経済状況も世情も大変不安定で厳
しい状況にあります。それはよく理解しております。したがって、一般財源も当初予算、いわゆ
る市税が８パーセント以上も見込みが少ないという、厳しい状況であるということも重々理解し
ております。　
　しかしながら、このいっときの苦しさに紛れて、一度に大幅な減額をするということは、これ
は市民感情からしても、また、条例の趣旨からしても、私は受け入れることができないと思います。
　さらに言えば、この縮小のやり方を、仮に財政事情を考慮してやるとしても、例えば３か年ぐ
らいかけて市民の合意を得ながら、執行部がお示しになられた１万円なりが、県内はどうもあま
り額がないようでございますけれども、井原市ならではのお祝い金を、井原市をおつくりになっ
た方々に感謝の意味を込めて、そして敬老の意味を込めてお贈りする、これはもう本当に大切な
ことなので、例えば３か年ぐらいに分けて議論をして減額すべきであろうというふうに思います。
いわゆる激変緩和の措置を取らない執行部の原案に対して、私は怒りも含め、ある程度庁内議論
がなされたかも分かりませんけれども、世論の形成もないままに、一方的に本議会に上程された
ことは、誠に遺憾であると思います。
　以上の諸点から、趣旨は分かりますが、その減少の在り方について、大変疑義がありますから、
私は委員長報告に賛成、つまり原案否決の趣旨の討論をさせていただきます。

※この他、多賀信祥、柳原英子２名の議員による賛成の討論がありましたが、紙面の都合により、省略させていた
だきます。なお、発言の全文については、井原市議会ホームページ令和３年２月定例会の中へ掲載しております
ので、そちらをご覧ください。

◎反対の討論◎反対の討論　簀戸利昭
　議案第１９号、井原市敬老祝金条例の一部を改正する条例について、賛成の立場で討論いたします。
　井原市の財政はコロナ禍で逼迫しており、高齢者の方には敬意を表するものでございますが、高齢
者人口の増加により、高齢者への行政サービスが増大しております。子ども子育ての世代への医療費
の無償化、また、イバラノミクスによる産業界への投資、教育環境の整備等、喫緊の課題も山積して
おります。
　本市は交付税頼みの財政運営になっておりますし、自主財源の少ない井原市ですので、この条例の
一部改正に賛成します。

※この他、柳井一徳、上野安是２名の議員による反対の討論がありましたが、
紙面の都合により、省略させていただきます。なお、発言の全文について
は、井原市議会ホームページ令和３年２月定例会の中へ掲載しております
ので、そちらをご覧ください。

　　　　　　　　令和３年２月定例会
　　　　　　　　ＱＲコード
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地域活性化特別委員会から２事業に対して提言 !地域活性化特別委員会から２事業に対して提言 !
　２月定例会で、令和元年９月に設置された本委員会から、「稲倉産業団地開発事業」「古き時代の
栄華に触れる井原デニムで元気なまちの再興事業」について、提言書を市長に提出しました。

【提言の主な内容】

　今後も井原市議会は「稲倉産業団地開発事業」及び「古き時代の栄華に触れる井原デニムで元気
なまちの再興事業」について注視してまいります。

稲倉産業団地開発事業

〇既定の奨励金、助成金制度を見直し、立地
企業にとって真に魅力ある優遇制度とする
こと。

〇人脈や経験が豊かな民間の企業誘致責任者
と連携した推進体制を強化すること。また、
専門性を持った市職員を育てること。

〇笠岡インターや篠坂パーキングエリアのス
マートインター化計画も視野に入れ、アク
セスの良さ、災害の少なさなどの「稲倉産
業団地」の優位性を存分にアピールする誘
致活動を展開すること。

※なお、今後のコロナ禍などによる経済の動
向を見据え、柔軟にニーズに対応すること
も必要である。

古き時代の栄華に触れる
井原デニムで元気なまちの再興事業

〇本事業を推進するために各事業団体と地域の住民が連携す
ること。

〇市は強力なリーダーシップがとれる人材育成を支援すべき
である。

〇計画書、収支決算に値する書類を議会にも報告すべきである。
〇地元の商店街、地域住民の意見を客観的に収集して検証す

る必要がある。

提言書ＱＲコード
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〈
議
案
第
18
号　

井
原
市

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て
〉

原
案
可
決

〈
議
案
第
19
号　

井
原
市

敬
老
祝
金
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
〉

　
米
寿
、
百
歳
の
祝
い
金

民
会
館
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
〉

Ｑ
．
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
大

き
さ
は
。

Ａ
．
55
イ
ン
チ
。

Ｑ
．
移
動
は
。

Ａ
．
キ
ャ
ス
タ
ー
付
、
移

動
式
。

原
案
可
決

〈
議
案
第
28
号　

井
原
市

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
〉

原
案
可
決

〈
議
案
第
22
号　

井
原
市

指
定
地
域
密
着
型
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人

員
、
設
備
及
び
運
営
並
び

に
指
定
地
域
密
着
型
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介

護
予
防
の
た
め
の
効
果
的

な
支
援
の
方
法
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て
〉

Ａ
．
機
構
に
伴
う
人
事
異

動
、
人
事
配
置
が
関
係
す

る
。
内
示
で
お
知
ら
せ
し

た
い
。

　
総
合
政
策
部
は
、
秘
書

広
報
課
と
企
画
課
。

　
建
設
経
済
部
は
労
働
福

祉
も
所
掌
に
含
む
。

原
案
可
決

〈
議
案
第
17
号　

井
原
市

〈
議
案
第
16
号　

井
原
市

事
務
分
掌
条
例
及
び
井
原

市
都
市
計
画
審
議
会
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て
〉

Ｑ
．
課
、
係
は
ど
の
よ
う

に
。

を
５
万
円
を
１
万
円
、
10

万
円
を
５
万
円
に
引
き
下

げ
る
も
の
。

否
決

〈
議
案
第
20
号　

井
原
市

介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
〉

原
案
可
決

〈
議
案
第
21
号　

井
原
市

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

芳
井
生
き
生
き
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
パ
ー
ク
条
例
を
廃

止
す
る
条
例
に
つ
い
て
〉

Ｑ
．
撤
去
は
。

Ａ
．
条
例
廃
止
後
に
遊
具

撤
去
、
休
憩
所
・
ト
イ
レ

の
解
体
撤
去
工
事
を
予
定
。

Ｑ
．
の
り
面
は
。

Ａ
．
の
り
面
工
事
の
計
画

は
な
い
。

Ｑ
．
災
害
等
安
全
面
は
。

原
案
可
決

〈
議
案
第
23
号　

井
原
市

指
定
介
護
予
防
支
援
等
の

事
業
の
人
員
及
び
運
営
並

び
に
指
定
介
護
予
防
支
援

等
に
係
る
介
護
予
防
の
た

め
の
効
果
的
な
支
援
の
方

法
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て
〉

原
案
可
決

〈
議
案
第
24
号　

井
原
市

指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の

Ａ
．
使
用
禁
止
、
立
入
禁

止
に
し
て
い
る
。原

案
可
決

〈
請
願
第
１
号　

選
択
的

夫
婦
別
姓
制
度
の
法
制
化

に
反
対
す
る
意
見
書
の
提

出
を
求
め
る
請
願
書
〉

　
国
政
で
十
分
議
論
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
。
趣
旨
に

は
賛
成
で
き
る
が
、
意
見

事
業
の
人
員
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
等
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
〉原

案
可
決

〈
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
対
す
る
対
応
に

つ
い
て
〉

　
①
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
件
数
は
、

２
月
末
現
在

710
件
、
Ｌ
Ａ

Ｍ
Ｐ
法
に
よ
る
検
査
件
数

572
件
、
陽
性
者
数
は
13
人
。

書
ま
で
提
出
す
る
必
要
は

な
い
。

　
男
女
平
等
、
男
女
共
同

参
画
社
会
の
実
現
を
目
指

す
今
の
社
会
で
は
、
選
択

的
夫
婦
別
姓
の
方
向
に
向

か
う
と
理
解
し
て
い
る
が
、

日
常
生
活
で
様
々
な
不
都

合
が
生
じ
る
懸
念
も
あ
る
。

趣
旨
採
択

自
費
に
よ
る
検
査
費
用
は

３
万
５
千
円
で
、
２
月
末

ま
で
に
21
人
。

　
②
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
優
先
順
位
は
、

１
番
目
に
医
療
従
事
者
等
、

２
番
目
に
高
齢
者
、
３
番

目
に
高
齢
者
以
外
の
基
礎

疾
患
を
有
す
る
者
、
４
番
目

に
高
齢
者
施
設
等
の
従
事

者
、
５
番
目
に
60
歳
か
ら

64
歳
の
者
、
６
番
目
に
１
番

目
か
ら
５
番
目
以
外
の
者
。

総
務
文
教
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
月
15
日
開
催

市
民
福
祉
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
月
10
日
開
催

所
管
事
務
調
査

議
案
３
件

請
願
１
件

を
審
査

議
案
７
件

を
審
査
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〈
議
案
第
２
号　

令
和
３

年
度
井
原
市
一
般
会
計
予

算
～
議
案
第
15
号　

令
和

３
年
度
井
原
市
宇
戸
財
産

区
会
計
予
算
〉

Ｑ
．
事
業
承
継
推
進
補
助

金
に
つ
い
て
は
、
年
20
件

〈
議
案
第
27
号　

井
原
市

営
住
宅
条
例
及
び
井
原
市

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
等
管

理
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て
〉原案

可
決

〈
議
案
第
31
号　

市
道
路

線
の
認
定
に
つ
い
て
〉

原
案
可
決

〈
議
案
第
32
号　

岡
山
県

広
域
水
道
企
業
団
へ
の
出

資
に
つ
い
て
〉

原
案
可
決

Ｑ
．
国
民
健
康
保
険
に
つ

い
て
、
今
回
は
税
率
を
据

え
置
く
と
い
う
こ
と
で
あ

る
が
、
今
後
は
ど
う
な
っ

て
い
く
の
か
。

Ａ
．
被
保
険
者
１
人
当
た

り
の
医
療
費
は
上
昇
傾
向

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後

は
少
し
ず
つ
上
が
っ
て
い

く
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。

Ｑ
．
教
育
委
員
会
か
ら
市

長
部
局
に
変
更
し
た
こ
と

に
よ
る
効
果
と
し
て
、
何

を
期
待
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
．
従
来
、
天
文
台
に
来

る
人
た
ち
は
観
光
目
的
が

多
か
っ
た
が
、
今
後
は
天

文
台
が
持
っ
て
い
る
天
文

情
報
も
観
光
情
報
と
し
て

広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
な
り
、
互
い

の
連
携
が
よ
り
密
に
な
る

こ
と
が
期
待
で
き
る
。

原
案
可
決

〈
議
案
第
25
号　

井
原
市

地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
〉原

案
可
決

〈
議
案
第
26
号　

井
原
市

美
星
天
文
台
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
〉

の
上
限
を
超
え
る
申
し
込

み
が
あ
っ
た
場
合
は
抽
せ

ん
に
な
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
そ
の
結
果
に
よ
っ
て

は
希
望
し
て
い
て
も
申
し

込
み
が
で
き
な
い
可
能
性

も
あ
る
と
思
う
が
。

Ａ
．
公
平
性
を
担
保
す
る

た
め
、
抽
せ
ん
を
考
え
て

い
る
。

〈
平
成
30
年
度
の
災
害
復

旧
状
況
に
つ
い
て
〉

Ｑ
．
一
部
の
工
事
を
来
年

度
に
繰
り
越
す
と
の
説
明

が
あ
っ
た
が
、
い
つ
頃
ま

で
に
完
成
す
る
の
か
。

Ａ
．
早
い
も
の
で
６
月
末
、

遅
い
も
の
で
も
９
月
末
ま

で
に
は
完
了
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
。

〈
新
公
共
残
土
処
理
場
整

備
計
画
の
進
捗
状
況
及
び

今
後
の
工
程
に
つ
い
て
〉

原
案
可
決

〈
議
案
第
33
号　

令
和
３

年
度
井
原
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）〉

Ｑ
．
成
人
式
に
お
け
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
対
策
は
。

Ａ
．
簡
易
型
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
キ
ッ
ト
に
よ
り
、
出
席

さ
れ
る
方
に
事
前
に
検
査

Ｑ
．
用
地
買
収
が
か
な
り

遅
れ
て
い
る
が
、
ど
う

い
っ
た
体
制
で
交
渉
に
当

た
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
．
農
林
課
と
建
設
課
で

２
人
１
組
の
割
り
当
て
を

し
て
、
ひ
と
通
り
は
全
戸

を
回
っ
た
。
昼
夜
を
問
わ

ず
訪
問
は
し
て
い
る
が
、

市
外
の
方
が
多
い
の
で
文

書
や
手
紙
、
電
話
等
で
連

絡
を
取
り
合
い
な
が
ら
交

渉
に
当
た
っ
て
い
る
。

し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
結

果
を
当
日
の
受
付
で
確
認

す
る
。

Ｑ
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
運

行
委
託
料
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
方
が
対
象
に
な

る
の
か
。

Ａ
．
移
動
が
困
難
な
方
約

２
千
人
を
考
え
て
お
り
、

Ｑ
．
今
後
の
工
程
は
。

Ａ
．
用
地
の
買
収
完
了
予

定
が
ず
れ
た
の
で
、
既
存

の
池
谷
残
土
処
理
場
の
延

命
措
置
を
現
在
検
討
し
て

い
る
。
ま
た
市
や
県
が
所

有
し
て
い
る
土
地
が
あ
る

の
で
、
そ
ち
ら
の
利
用
に

つ
い
て
も
今

後
考
え
て
い

き
た
い
。

接
種
後
の
会
場
か
ら
ご
自

宅
ま
で
の
片
道
の
運
行
を

委
託
す
る
も
の
。原

案
可
決

予
算
決
算
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

３
月
16
・
17
・
19
日
開
催

所
管
事
務
調
査

議
案
５
件

を
審
査

議
案
15
件

を
審
査

建
設
水
道
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
月
11
日
開
催
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井
原
市
の
財
政
運
営
に
つ
い
て
、

井
原
市
の
財
政
運
営
に
つ
い
て
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
は
、学
校
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
は
、学
校
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
はは

井
原
市
の
財
政
運
営

に
つ
い
て
。

財
政
見
通
し
は
。

現
在

220
億
円
を
超
え

る
当
初
予
算
規
模
を
、

令
和
７
年
度
で
は

190
億
円

を
下
回
る
程
度
に
抑
制
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
財
政
調
整
基
金
残
高
は
、

現
在
の
約
67
億
円
か
ら
令

和
７
年
度
に
は
約
42
億
円

程
度
ま
で
減
少
す
る
と
見

込
ん
で
い
る
。

　
令
和
３
年
度
の
当
初
予

算
で
は
、
財
政
の
ス
リ
ム

化
を
図
り
、
将
来
に
わ
た

り
持
続
可
能
な
財
政
運
営

の
確
立
を
図
る
こ
と
を
基

本
に
予
算
編
成
を
行
っ
た
。

　
令
和
４
年
度
、
５
年
度

と
続
く
予
算
編
成
の
中
で
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
吟
味

し
な
が
ら
無
駄
の
な
い
よ

う
健
全
な
井
原
市
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

体
制
に
つ
い
て
。

接
種
に
は
個
別
接
種

と
集
団
接
種
が
あ
る
。

井
原
医
師
会
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
個
別
接
種
を
基

本
と
し
、
か
か
り
つ
け
医

が
な
い
人
な
ど
に
対
応
す

る
集
団
接
種
の
併
用
に
よ

り
実
施
す
る
。

　
接
種
券
の
交
付
は
高
齢

者
か
ら
順
に
発
送
す
る
。

接
種
の
際
に
は
事
前
予
約

が
必
要
で
あ
る
。

集
団
接
種
等
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

決
ま
り
次
第
お
知
ら

せ
を
し
て
周
知
に
努

め
た
い
。

学
校
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
に
つ
い
て
。

「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
」
と

同
法
施
行
令
の
一
部
改
定

に
伴
い
、
学
校
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
を
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。

令
和
３
年
４
月
１

日
よ
り
施
行
さ
れ

る
「
高
齢
者
、
障
害
者
等

の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促

進
に
関
す
る
法
律
」
で
は
、

２
千
㎡
以
上
の
新
増
改
築

を
行
う
際
に
は
、
段
差
解

消
、
車
椅
子
用
ト
イ
レ
の

整
備
等
が
義
務
化
さ
れ
る
。

　
学
校
は
災
害
時
の
避
難

所
と
し
て
の
役
割
も
担
う

施
設
で
あ
り
、
誰
も
が
支

障
な
く
利
用
で
き
る
よ
う

環
境
整
備
を
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。

　
令
和
２
、３
年
度
で
小・

中
学
校
の
ト
イ
レ
改
修

（
洋
式
化
等
）
が
終
わ
る
。

答答

答

問

問問

問

　

２
月
定
例
会
で
は
、

３
月
３
日
、
４
日
、
５

日
の
３
日
間
に
わ
た
り
、

11
名
の
議
員
が
質
問
に

立
ち
ま
し
た
。
そ
の
一

部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
掲
載
し
て
い
る
一
般

質
問
は
、
紙
面
の
都
合

に
よ
り
発
言
を
要
約
し
、

質
問
し
た
議
員
本
人
の

原
稿
に
基
づ
い
て
掲
載

し
て
い
ま
す
。

※
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く

一一 般般 質質 問問

【質問者】
◆上野安是……ｐ．１０
◆西田久志……ｐ．１１
◆佐藤　豊……ｐ．１１
◆多賀信祥……ｐ．１２
◆三宅文雄……ｐ．１２
◆西村慎次郎…ｐ．１３
◆妹尾文彦……ｐ．１３
◆柳井一徳……ｐ．１４
◆山下憲雄……ｐ．１４
◆柳原英子……ｐ．１５
◆藤原浩司……ｐ．１５

11
人
の
議
員
が
質
問

上
野
　
安
是

無
所
属

い
ば
ら
月
曜
会

代
表
質
問

答
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機
構
改
革
及
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

機
構
改
革
及
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

向
け
た
本
市
の
対
応
に
つ
い
て　

他
１
件

向
け
た
本
市
の
対
応
に
つ
い
て　

他
１
件

機
構
改
革
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
変
わ
る

の
か
伺
う
。

こ
の
た
び
の
機
構
改

革
は
、将
来
に
わ
た
っ

て
夢
を
抱
け
る
元
気
な
ま

ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
推
進

し
て
い
く
た
め
、
井
原
市

第
７
次
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
の
策
定
に
着
手
す

る
令
和
３
年
度
か
ら
政
策

部
門
の
一
層
の
強
化
を
図

る
こ
と
と
し
た
。

機
構
改
革
を
す
る
に

至
っ
た
経
緯
を
伺
う
。

よ
り
総
合
的
に
政
策

を
進
め
て
い
く
必
要

性
を
感
じ
た
と
こ
ろ
か
ら
、

新
た
に
総
合
政
策
部
を
新

設
し
、
あ
わ
せ
て
未
来
創

造
部
が
所
管
を
し
て
い
た

地
域
創
生
の
推
進
に
関
す

る
事
務
も
移
管
を
し
、
総

合
的
に
政
策
を
進
め
て
い

く
。 問問

井
原
市
民
病
院
と
市
で
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
情
報
共
有

や
意
見
交
換
を
行
う
井
原

市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
会
議

を
設
置
し
て
、
接
種
体
制

に
つ
い
て
協
議
し
た
。

今
後
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
伺
う
。　

現
時
点
で
は
、
高
齢

者
以
降
の
市
民
に
対

し
て
の
具
体
的
な
接
種
時

期
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　
３
月
中
旬
に
医
療
従
事

者
へ
の
接
種
を
開
始
す
る

予
定
で
あ
る
。
そ
の
準
備

の
た
め
に
先
日
、
市
民
病

院
に
デ
ィ
ー
プ
フ
リ
ー

ザ
ー
が
設
置
さ
れ
た
。

　
今
後
と
も
国
、
県
の
動

向
を
注
視
し
な
が
ら
、
医

師
会
等
と
協
力
し
て
着
実

に
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
で
き

る
よ
う
進
め
て
い
く
。

期
待
さ
れ
る
効
果
を

伺
う
。

今
ま
で
以
上
に
各
部

署
に
お
い
て
事
業
実

施
へ
の
共
通
意
識
が
生
み

出
さ
れ
る
。
ま
た
国
、
県

の
情
報
を
つ
か
み
に
い
っ

て
つ
な
が
り
を
強
く
す
る

こ
と
で
財
源
の
確
保
に
も

つ
な
げ
る
。
さ
ら
に
、
本

市
の
魅
力
を
外
向
け
に
戦

略
的
に
発
信
し
て
い
き
交

流
人
口
、
関
係
人
口
の
増

加
に
も
つ
な
げ
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

つ
い
て
伺
う
。　

井
原
医
師
会
や
県
と

の
調
整
、
国
か
ら
の

情
報
収
集
な
ど
を
行
う
た

め
、
２
月
１
日
に
健
康
福

祉
部
健
康
医
療
課
内
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
対
策
室
を
設
置

し
た
。
ま
た
、
医
師
会
、

答答

答答 問問

答 問

議会だよりに掲載している一般質問は、発言を要約して、質問した議員本人の原稿に基づいて掲載しています。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

向
け
た
本
市
の
対
応
に
つ

て
。
①
接
種
さ
れ
る
ワ
ク

チ
ン
の
種
類
と
そ
の
確
保

及
び
管
理
体
制
に
つ
い

て
。
②
個
別
接
種
の
医
療

機
関
と
集
団
接
種
の
場
所

に
つ
い
て
。
③
高
齢
者
や

交
通
弱
者
へ
の
対
応
に
つ

い
て
。
④
副
反
応
に
対
す

る
相
談
体
制
に
つ
い
て
。

①
国
に
お
い
て
承
認

さ
れ
て
い
る
フ
ァ
イ

ザ
ー
社
製
の
ワ
ク
チ
ン
が

供
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。
現
時
点
で
ワ
ク

チ
ン
供
給
量
、
供
給
時
期

な
ど
具
体
的
に
は
示
さ
れ

て
い
な
い
。
ま
た
、
ワ
ク

チ
ン
は
市
民
病
院
に
設
置

し
て
い
る
デ
ィ
ー
プ
フ

リ
ー
ザ
ー
で
管
理
し
、
必

要
に
応
じ
市
内
の
医
療
機

関
に
配
送
す
る
こ
と
に

問

応
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
岡
山
県
で
は
専
門

的
な
相
談
を
受
け
る
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
を
開
設
予
定

と
伺
っ
て
お
り
、
県
と
も

連
携
を
図
り
な
が
ら
相
談

体
制
の
充
実
に
努
め
て
参

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

既
存
の
紙
お
し
め
助

成
制
度
の
対
象
に
な

ら
な
い
後
期
高
齢
者
に
対

す
る
新
た
な
紙
お
し
め
助

成
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
。

補
助
制
度
の
新
た
な

創
設
は
考
え
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
常
時
紙
お
し

め
を
使
用
し
、
助
成
を
受

け
て
い
な
い
方
は
介
護
保

険
課
に
ご
相
談
い
た
だ
き

た
い
。

な
っ
て
い
る
。

②
個
別
接
種
は
市
内
の
多

く
の
医
療
機
関
が
検
討
さ

れ
て
い
る
。
集
団
接
種
会

場
に
つ
い
て
は
、
井
原
医

師
会
と
協
議
の
中
で
、
芳

井
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、

井
原
保
健
セ
ン
タ
ー
と
井

原
市
民
病
院
が
候
補
と

な
っ
て
い
る
。

③
高
齢
者
や
交
通
弱
者
へ

の
対
応
に
つ
い
て
は
、
よ

り
多
く
の
人
に
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
受
け
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
接
種
場
所
ま
で

の
移
動
手
段
の
確
保
が
困

難
な
方
に
、
タ
ク
シ
ー
を

含
め
公
共
交
通
機
関
を
利

用
さ
れ
た
場
合
に
料
金
の

一
部
助
成
を
行
う
方
向
で

検
討
中
で
あ
る
。

④
副
反
応
に
対
す
る
相
談

体
制
に
つ
い
て
は
、
市
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
対
策
室
で
対

答

問答 佐
藤
　
　
豊

公
明
党

西
田
　
久
志

無
所
属

い
ば
ら
市
民
ク
ラ
ブ

代
表
質
問

（ 11 ）

いばら市議会だより 令和３年   ５月



０
歳
～
２
歳
児
の
保
育
の
量
の
確
保
を

０
歳
～
２
歳
児
の
保
育
の
量
の
確
保
を

目
的
と
し
た
幼
稚
園
利
用
に
つ
い
て

目
的
と
し
た
幼
稚
園
利
用
に
つ
い
て

空
き
家
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て

空
き
家
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て

井
原
市
は
、
他
市
町

か
ら
の
移
住
や
本
市

で
の
定
住
の
き
っ
か
け
に

し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
子
育
て
支
援
策

の
拡
充
を
行
っ
た
が
、
保

育
園
の
利
用
ニ
ー
ズ
が
依

然
と
し
て
高
く
、
３
歳
～

５
歳
児
の
保
育
園
利
用
の

受
皿
と
し
て
幼
稚
園
が
利

用
さ
れ
に
く
い
状
況
で
あ

る
よ
う
に
感
じ
る
。
３
歳

～
５
歳
児
に
幼
稚
園
を
利

用
し
て
も
ら
う
た
め
の
今

後
の
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

幼
稚
園
の
利
用
を
よ

り
高
め
る
た
め
に
、

教
育
時
間
終
了
後
の
時
間
、

夏
休
み
や
冬
休
み
の
長
期

休
業
中
で
の
預
か
り
保
育

を
実
施
し
て
い
る
。
令
和

２
年
４
月
よ
り
預
か
り
保

育
終
了
時
刻
を
18
時
ま
で

延
長
や
給
食
の
回
数
を
増

や
す
な
ど
、保
護
者
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
て
き
た
。
そ

う
し
た
取
り
組
み
は
、
井

原
市
広
報
、
チ
ラ
シ
等
で

未
就
園
の
家
庭
に
周
知
し

て
い
る
。
保
育
園
利
用
希

望
者
に
は
、
幼
稚
園
の
利

用
も
視
野
に
入
れ
て
も
ら

え
る
よ
う
案
内
を
し
て
い

る
。

令
和
３
年
度
の
幼
稚

園
利
用
見
込
み
は
ど

う
か
。203

人
（
令
和
元
年
５

月
が
250
人
）。

保
育
園
は
ど
う
か
。

平
成
30
年
度
が
853
人
、

令
和
元
年
度
が
840
人
、

令
和
２
年
度
が
830
人
。

今
の
や
り
方
で
は
ス

ピ
ー
ド
感
に
か
け
る

と
思
う
が
、
今
後
、
改
善

で
き
る
こ
と
は
あ
る
か
。

高
等
学
校
等
々
に
行

く
と
き
に
し
っ
か
り

と
保
育
士
や
看
護
師
が
大

変
不
足
し
て
い
て
、
ぜ
ひ

目
指
し
て
ほ
し
い
と
お
願

い
し
て
い
る
。
人
材
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事

だ
と
思
っ
て
い
る
。
今
で

き
る
こ
と
が
す
ぐ
に
来
年

結
果
が
出
る
か
ど
う
か
分

か
ら
な
い
が
、
今
で
き
る

こ
と
を
し
っ
か
り
考
え
な

が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
。

子
育
て
支
援
課
と
教

育
委
員
会
は
ど
う
い

う
連
携
を
取
る
の
か
。

教
育
委
員
会
と
子
育

て
支
援
課
は
綿
密
に

担
当
者
同
士
が
話
を
し
て

お
り
、
保
育
協
議
会
や
就

学
前
の
審
議
会
の
外
部
の

意
見
も
聞
き
な
が
ら
し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

答

答

問

問

答答答 問問

空
き
家
の
現
状
に
つ

い
て
伺
う
。

空
き
家
は
、
人
口
減

少
や
高
齢
化
な
ど
社

会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、

全
国
的
に
増
加
傾
向
に
あ

り
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
国
で
は
、
空
家
等
対

策
の
推
進
に
関
す
る
特
別

措
置
法
を
制
定
し
、
空
き

家
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
策
定
、
必
要
な
措
置

を
講
じ
て
い
る
。
本
市
で

は
、
平
成
28
年
度
に
実
施

し
た
空
家
等
実
態
調
査
の

時
点
で
は
、
２
千

247
件
の

空
き
家
を
確
認
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
人
口
や
世
帯
数

が
減
少
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
空
き
家
は
増
加
し
て

い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

空
き
家
対
策
に
つ
い

て
伺
う
。

空
き
家
の
所
有
者
に

対
し
て
適
正
な
管
理

を
促
す
と
と
も
に
、
老
朽

化
し
周
囲
に
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
、
ま
た
は
及
ぼ

す
お
そ
れ
の
あ
る
空
き
家

に
つ
い
て
は
、
老
朽
危
険

空
家
等
除
却
費
補
助
金
制

度
を
紹
介
し
、
除
却
等
の

啓
発
に
努
め
て
い
る
。
ま

た
利
活
用
が
可
能
な
空
き

家
に
つ
い
て
は
、
空
き
家

バ
ン
ク
制
度
を
活
用
し
て

い
た
だ
く
よ
う
働
き
か
け

る
な
ど
、
移
住
・
定
住
施

策
と
併
せ
て
空
き
家
の
有

効
活
用
を
図
っ
て
い
る
。

一
方
で
、
各
地
区
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
と
連
携
し

て
、
空
き
家
を
地
域
の
資

源
と
し
て
捉
え
そ
の
利
活

用
で
地
域
の
活
性
化
を
図

れ
な
い
か
と
い
う
こ
と
も

考
え
て
お
り
、
本
年
度
は

各
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
の
皆
様
に
お
集
り
い
た

だ
き
、
リ
ー
ダ
ー
養
成
研

修
会
を
は
じ
め
空
き
家
活

用
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
、

地
域
に
お
け
る
空
き
家
の

課
題
や
利
活
用
に
つ
い
て

認
識
を
深
め
て
い
た
だ
い

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

空
き
家
バ
ン
ク
に
登

録
す
る
手
続
き
に
つ

い
て
伺
う
。

空
き
家
の
所
有
者
か

ら
物
件
の
構
造
や
間

取
り
、
補
修
の
要
否
、
売

買
や
賃
貸
の
希
望
価
格
等

を
記
入
し
て
い
た
だ
い
た

登
録
申
込
書
を
、
市
へ
提

出
し
て
い
た
だ
く
。
そ
の

後
、
市
の
担
当
の
ほ
う
で

所
有
者
の
立
ち
会
い
の
も

と
現
地
調
査
等
を
行
い
、

そ
の
際
に
写
真
等
を
撮
ら

せ
て
い
た
だ
き
、
空
き
家

バ
ン
ク
へ
の
登
録
と
同
時

に
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
も
公
開
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

答

問問

問

答 答

議会だよりに掲載している一般質問は、発言を要約して、質問した議員本人の原稿に基づいて掲載しています。

無
所
属

三
宅
　
文
雄

多
賀
　
信
祥

無
所
属

問
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い
ば
ら
生
き
生
き
ク
ラ
ブ
の
活
動
状
況
と

い
ば
ら
生
き
生
き
ク
ラ
ブ
の
活
動
状
況
と

今
後
の
運
営
に
つ
い
て

今
後
の
運
営
に
つ
い
て

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

取
り
組
み
に
つ
い
て

妹
尾
　
文
彦

無
所
属

現
在
、
美
星
町
観
光

協
会
と
市
が
中
心
と

な
っ
て
、
ア
ジ
ア
初
の
星

空
保
護
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

部
門
の
認
定
を
目
指
し
取

り
組
ん
で
い
る
。
本
年
度

の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
事
業
で
は
、
こ
の
美
星

の
星
空
を
中
心
に
井
原
市

外
に
向
け
て
行
っ
て
い
る

が
、
市
民
の
周
知
と
理
解

を
得
て
、
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

現
在
は
観
光
面
で
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が

主
で
あ
り
、
外
向
け
の
発

信
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
は
市
民
向
け
の
周
知

に
力
を
入
れ
る
と
と
も
に
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
ま
ち

に
対
し
て
愛
着
や
誇
り
を

抱
く
、
い
わ
ゆ
る
シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
に
も

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

問

合
意
の
醸
成
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

経
済
の
循
環
に
よ
る

発
展
が
こ
の
事
業
の

成
功
と
考
え
る
。
そ
の
た

め
に
は
民
間
の
力
が
必
要
。

民
間
と
共
に
何
が
で
き
る

か
を
考
え
る
た
め
、
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
が
作
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
が
将
来
的
に
星
を

テ
ー
マ
と
し
た
商
品
づ
く

り
、
地
域
づ
く
り
に
関
わ

る
よ
う
な
組
織
に
な
る
こ

と
を
期
待
し
、
そ
う
い
っ

た
将
来
を
見
据
え
た
市
民
、

大
勢
の
民
間
の
方
た
ち
が

入
る
会
を
設
け
て
、
そ
こ

が
有
効
に
働
く
よ
う
な
環

境
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

　

市
民
に
は
認
定
後
、

様
々
な
と
こ
ろ
で
そ
う

い
っ
た
説
明
を
し
、
そ
こ

を
ど
う
市
が
サ
ポ
ー
ト
す

る
か
、
考
え
て
い
き
た
い
。

ア
ジ
ア
初
の
認
定
と

な
る
と
、
世
界
的
に

も
井
原
市
の
認
知
度
は
上

が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
今
後
は
、
星
空
に
特
化

し
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

行
っ
て
は
ど
う
か
。

認
定
後
は
美
星
町
へ

の
注
目
度
も
高
ま
る

こ
と
か
ら
、
市
内
の
ほ
か

の
地
域
へ
回
遊
さ
せ
る
仕

組
み
も
必
要
で
あ
る
。
全

体
の
調
和
を
図
り
な
が
ら
、

効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

現
在
美
星
町
観
光
協

会
が
中
心
と
な
り
、

認
定
後
を
見
据
え
、
星
の

郷
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
を
立
ち
上
げ
て
い

る
。
今
後
は
美
星
地
区
だ

け
で
は
な
く
、
市
全
体
へ

広
げ
強
く
推
進
し
て
い
っ

て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
そ

の
た
め
に
も
市
民
の
地
域

答

問問

答

答

※コンソーシアムとは、互いに力を合わせて目的に達しようとする組織や人の集団のこと。

西
村
慎
次
郎

無
所
属

※
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

学
校
運
営
に
つ
い
て　

他
１
件

学
校
運
営
に
つ
い
て　

他
１
件

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
る
学

校
運
営
に
つ
い
て
教
育
長

の
考
え
を
伺
う
。
①
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
る
授
業
や
学
校
運
営

に
支
障
は
な
い
の
か
伺
う
。

②
市
内
学
校
園
に
お
い
て

感
染
者
が
発
生
し
た
場
合

の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

③
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が
進
ん

で
い
る
が
、
将
来
は
授
業

の
録
画
配
信
や
ラ
イ
ブ
配

信
な
ど
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
を
行
う
つ
も
り
か
伺
う
。

④
選
択
登
校
制
が
全
国
で

少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
が
、

本
市
の
考
え
を
伺
う
。

①
昨
年
の
休
校
措
置

で
の
授
業
時
間
の
遅

れ
な
ど
は
回
復
で
き
て
い

る
。
行
事
な
ど
も
各
学
校

で
工
夫
し
て
い
る
。
②
学

校
園
で
感
染
者
が
発
生
し

た
場
合
、
管
轄
保
健
所
と

連
携
を
取
り
調
査
や
校
園

内
の
消
毒
を
行
う
。
休
校

に
つ
い
て
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本

部
会
議
で
決
定
し
、
そ
の

結
果
は
各
学
校
か
ら
家
庭

に
メ
ー
ル
や
文
書
で
連
絡

す
る
。
③
授
業
の
録
画
配

信
や
ラ
イ
ブ
配
信
な
ど
に

つ
い
て
は
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
や
各
家
庭
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
環
境
の
有
無
に

よ
る
課
題
が
あ
る
の
で
今

後
課
題
解
決
の
研
究
を
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
④

選
択
登
校
制
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
不

安
が
あ
り
自
主
的
に
休
校

す
る
も
の
で
、
プ
リ
ン
ト

な
ど
の
家
庭
学
習
で
対
応

す
る
。
本
市
で
は
対
面
授

業
の
重
要
性
を
感
じ
て
お

り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
も

課
題
が
多
い
こ
と
か
ら
現

時
点
で
は
考
え
に
な
い
。

新
年
度
か
ら
の
学
習

指
導
要
領
の
改
訂
で

授
業
日
数
の
増
加
へ
の
対

応
と
し
て
夏
休
み
を
短
縮

す
る
市
も
あ
る
が
本
市
と

し
て
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

本
市
で
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
関
係
な
く
、
学

習
指
導
要
領
の
改
訂
を
受

け
た
授
業
時
数
確
保
の
観

点
か
ら
、
夏
休
み
を
８
月

27
日
ま
で
短
縮
と
し
た
。

中
学
生
の
自
転
車
通

学
で
自
転
車
保
険
の

加
入
に
つ
い
て
伺
う
。

自
転
車
保
険
の
加
入

は
、
入
学
説
明
会
な

ど
で
岡
山
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
総
合
保
障
制
度
を
勧
め

て
い
る
。
ま
た
、
義
務
化

の
学
校
は
現
在
な
い
が
、

電
動
ア
シ
ス
ト
付
自
転
車

に
限
り
義
務
化
し
て
い
る

学
校
も
あ
り
、
交
通
ル
ー

ル
や
交
通
マ
ナ
ー
に
つ
い

て
学
校
や
家
庭
で
の
指
導

が
大
切
と
考
え
て
い
る
。

答

答答

問

問

問

ふ
る
さ
と
納
税
に
関
す
る

ふ
る
さ
と
納
税
に
関
す
る取

り
組
み
に
つ
い
て

取
り
組
み
に
つ
い
て

人
口
減
少
等
の
影
響

に
よ
り
、
財
源
確
保

は
厳
し
く
な
る
と
予
測
さ

れ
る
。「
ふ
る
さ
と
納
税
」

は
財
源
確
保
の
重
要
な
手

段
と
し
て
活
用
す
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
本
市
で
は

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
活

用
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
る
か
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ

る
寄
附
者
を
増
や
す

た
め
に
、
返
礼
品
を
よ
り

魅
力
的
に
な
る
よ
う
地
場

産
品
の
公
募
な
ど
行
い
、

拡
充
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
追
加

し
、
寄
附
者
が
本
市
に
申

し
込
み
し
や
す
い
環
境
を

整
え
、
情
報
発
信
の
強
化

を
図
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
に
よ
る
寄
附
者
の
募
集

に
つ
い
て
は
具
体
的
な
事

業
が
示
せ
ず
、
現
時
点
で

は
取
り
組
ん
で
い
な
い
。

「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」

に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
作
成
し
、「
星

の
郷
ま
ち
づ
く
り
（
星
空

保
護
区
）
推
進
事
業
」
を

該
当
事
業
と
し
て
募
集
を

行
っ
て
い
る
が
、
現
在
は

寄
附
の
申
し
込
み
が
な
い

状
況
で
あ
る
。

　
井
原
鉄
道
や
美
星
町
観

光
協
会
が
取
り
組
ん
で
い

る
事
業
に
対
す
る
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、

通
常
の
ふ
る
さ
と
納
税
と

異
な
る
の
で
税
金
の
控
除

の
対
象
に
は
な
っ
て
い
な

い
。
い
ろ
い
ろ
な
ま
ち
づ

く
り
の
活
動
に
、
市
を
通

し
て
ふ
る
さ
と
納
税
を
行

う
や
り
方
も
必
要
だ
と
考

え
る
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
本
市

に
と
っ
て
も
重
要
な
自
主

財
源
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

魅
力
あ
る
返
礼
品
の
充
実

に
努
め
、
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
全
庁
的
に
、

横
断
的
に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
令
和
３

年
度
よ
り
ふ
る
さ
と
納
税

に
関
す
る
業
務
を
総
合
政

策
部
へ
移
管
し
て
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

本
市
は
寄
附
金
を
何

に
使
う
か
と
い
っ
た
メ

ニ
ュ
ー
が
少
な
い
。
い
ろ

い
ろ
な
感
覚
を
持
っ
て
取

り
組
ま
な
い
と
寄
附
額
は

増
え
な
い
と
思
う
。
他
市

に
で
き
て
い
る
こ
と
な
の

で
、
本
市
で
も
ト
ッ
プ
を

目
指
し
て
頑
張
り
た
い
。

答 問

柳
井
　
一
徳

無
所
属

山
下
　
憲
雄

無
所
属
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消
防
団
員
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て　

他
２
件

消
防
団
員
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て　

他
２
件

災
害
復
旧
工
事
を
含
め
た
公
共
工
事
の

災
害
復
旧
工
事
を
含
め
た
公
共
工
事
の

発
注
状
況
及
び
進
捗
に
つ
い
て　

他
２
件

発
注
状
況
及
び
進
捗
に
つ
い
て　

他
２
件

敬
老
会
事
業
に
つ
い

て
検
討
さ
れ
た
内
容

に
つ
い
て
伺
う
。

各
地
域
の
実
情
に
応

じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
自

主
性
を
尊
重
し
た
事
業
実

施
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、

実
施
主
体
の
裁
量
で
運
営

で
き
る
補
助
事
業
と
す
る
。

ま
た
補
助
金
の
算
定
基
準

と
な
る
補
助
対
象
年
齢
は
、

現
行
の
75
歳
以
上
か
ら
１

歳
ず
つ
段
階
的
に
引
き
上

げ
、
最
終
的
に
80
歳
以
上

に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

米
寿
の
祝
い
金
の
渡

し
方
に
つ
い
て
は
、

今
後
ど
の
よ
う
に
行
う
こ

と
に
な
っ
た
か
伺
う
。

市
長
の
お
祝
い
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添

え
て
、
郵
便
書
留
で
対
応

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

女
性
協
議
会
が
令
和

３
年
３
月
31
日
を

問問問

け
て
い
た
だ
き
た
い
。

消
防
団
員
の
な
り
手

不
足
と
操
法
の
訓
練

な
ど
の
負
担
軽
減
に
つ
い

て
伺
う
。

団
員
減
少
の
要
因
は
、

少
子
高
齢
化
や
自
営

業
者
の
減
少
、
市
外
等
遠

方
へ
の
勤
務
が
増
え
た
こ

と
な
ど
、
社
会
情
勢
の
変

化
が
主
な
要
因
と
考
え
て

い
る
が
、
消
防
団
の
活
動

に
よ
り
自
分
の
時
間
が
な

く
な
る
と
い
っ
た
考
え
か

ら
、
入
団
を
敬
遠
さ
れ
る

方
も
あ
る
の
で
は
と
考
え

て
い
る
。
現
在
井
原
市
消

防
団
で
は
、
団
員
の
負
担

軽
減
と
団
の
機
能
の
維
持

を
両
立
さ
せ
る
消
防
団
の

あ
り
方
に
つ
い
て
協
議
し

て
お
り
、
市
と
し
て
も
操

法
訓
練
な
ど
の
活
動
に
対

し
、
必
要
な
助
言
や
支
援

を
し
て
い
き
た
い
。

も
っ
て
解
散
さ
れ
る
。
市

と
し
て
、
現
状
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

女
性
協
議
会
発
足
後

50
年
の
活
動
を
通
じ
、

女
性
活
動
の
推
進
な
ど
の

当
初
の
目
的
は
概
ね
達
成

さ
れ
た
と
し
て
、
解
散
さ

れ
る
と
伺
っ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
の
女
性
協
議
会
の

活
動
に
対
し
、
厚
く
感
謝

を
申
し
上
げ
る
。
今
後
女

性
協
議
会
が
担
っ
て
こ
ら

れ
た
様
々
な
役
割
に
つ
い

て
は
、
各
担
当
課
で
対
応

を
検
討
し
て
い
る
。

　
市
と
し
て
も
、
女
性
が

そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分

発
揮
で
き
る
よ
う
に
、
引

き
続
き
各
種
講
座
等
の
継

続
は
し
て
い
く
。
ま
た
、

各
地
区
に
お
い
て
も
自
治

会
や
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

な
ど
の
活
動
の
中
で
、
女

性
が
活
躍
で
き
る
場
を
設

答答

答

答 問

井
原
市
の
災
害
復
旧

工
事
を
含
め
た
公
共

工
事
の
発
注
状
況
及
び
進

捗
に
つ
い
て
伺
う
。

災
害
復
旧
工
事
は
昨

年
11
月
末
ま
で
に
全

て
発
注
を
終
え
土
木
・
農

林
施
設
を
合
わ
せ
て
２
月

末
現
在
で

234
件
中

217
件
が

完
成
し
完
成
率
93
％
。
防

災
・
減
災
事
業
は
ポ
ン
プ

場
の
新
設
工
事
を
３
か
所
、

増
設
工
事
を
１
か
所
、
緊

急
自
然
災
害
防
止
対
策
事

業
や
緊
急
浚し
ゅ
ん
せ
つ渫
推
進
事
業

の
起
債
事
業
を
利
用
し
た

減
災
事
業
も
行
っ
て
い
ま

す
。
稲
倉
産
業
団
地
造
成

及
び
関
連
事
業
は
進
入
路

と
な
る
稲
倉
産
業
団
地
線

の
工
事
も
同
時
に
進
行
、

付
け
替
え
道
路
と
な
る
兼

保
見
詰
１
号
南
線
も
新
年

度
早
期
発
注
を
予
定
し
、

公
共
土
木
施
設
の
適
正
な

問

デ
ニ
ム
で
元
気
な
ま
ち
の

再
興
事
業
に
つ
い
て
支
援

を
し
て
い
ま
す
が
、
一
般

社
団
法
人
井
原
デ
ニ
ム
ス

ト
リ
ー
ト
及
び
舞
鶴
楼
の

現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

株
式
会
社
シ
ャ
ン
テ

が
ホ
テ
ル
、
オ
ー
ベ

ル
ジ
ュ
と
し
て
舞
鶴
楼

を
、
一
般
社
団
法
人
井
原

デ
ニ
ム
ス
ト
リ
ー
ト
が
デ

ニ
ム
シ
ョ
ッ
プ
・
軽
食
喫

茶
・
宿
泊
施
設
を
昨
年
４

月
に
オ
ー
プ
ン
、
い
ず
れ

の
施
設
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
等

に
よ
り
全
国
で
緊
急
事
態

宣
言
が
発
令
さ
れ
非
常
に

厳
し
い
状
況
。
新
町
商
店

街
振
興
は
将
来
の
井
原
市

に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
も

の
と
考
え
今
後
の
事
業
は

新
町
商
工
連
盟
や
民
間
事

業
者
等
と
協
議
を
進
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

ふ
る
さ
と
井
原
の
未

来
を
創
る
ひ
と
づ
く

り
事
業
に
つ
い
て
市
は
人

づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
具
体
的
に
伺
う
。

幅
広
い
市
民
の
皆
様

に
関
わ
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
で
人
づ
く
り
を
多

様
な
視
点
か
ら
捉
え
、
よ

り
一
層
充
実
し
た
取
組
の

創
出
に
つ
な
げ
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
の
皆
様
の
力

を
借
り
、
子
ど
も
た
ち
の

ふ
る
さ
と
井
原
を
思
う
気

持
ち
や
未
来
の
実
現
に
必

要
な
資
質
、
能
力
の
向
上

を
図
る
取
組
を
充
実
し
、

人
づ
く
り
に
つ
な
げ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
本
市
の
魅
力
と
し
て
捉

え
人
づ
く
り
の
町
井
原
と

し
て
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

市
で
は
古
き
時
代
の

栄
華
に
触
れ
る
井
原

答

答 問問

答

議会だよりに掲載している一般質問は、発言を要約して、質問した議員本人の原稿に基づいて掲載しています。

藤
原
　
浩
司

無
所
属

柳
原
　
英
子

無
所
属
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委 

員 

長　

大
滝　

文
則

副
委
員
長　

佐
藤　
　

豊

委　
　

員　

西
村
慎
次
郎

　
　

〃　
　

細
羽　

敏
彦

　
　

〃　
　

山
下　

憲
雄

　
　

〃　
　

柳
原　

英
子

　
　

〃　
　

多
賀　

信
祥

　
　

〃　
　

妹
尾　

文
彦

　
若
葉
が
萌
え
、
初
夏
の
風
が
す
が

す
が
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。

　
早
い
も
の
で
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
で

議
会
だ
よ
り
の
編
集
を
行
う
の
も
今

回
で
最
後
と
な
り
ま
し
た
。
市
民
の

皆
様
に
読
み
や
す
い
議
会
だ
よ
り
を

目
指
し
、
こ
の
２
年
間
、
委
員
の
皆

さ
ん
と
協
議
し
な
が
ら
少
し
ず
つ
改

善
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

次
回
か
ら
は
改
選
後
の
新
メ
ン

バ
ー
に
な
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
い

ば
ら
市
議
会
だ
よ
り
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。（

妹
尾
文
彦
）

　井原市議会のホームページでは、平成２４年２月定例会分
から常任委員会の会議録（要点筆記）を公開しています。また、
平成９年３月定例会以降の本会議の会議録を検索することが
できます。
   市のホームページから市議会ホームページへアクセスし、

「会議録」をクリックしてください。
　（井原市ホームページアドレス：
　　　　　　　　　http://www.city.ibara.okayama.jp）
　なお、この会議録につきましては、正式な会議録とは若干
異なります。

〜 会議録の検索 〜

「QR コード」からも
アクセスできます。

６月定例会の仮日程

　日程については、６月８日（火）の議会運
営委員会で協議した後、ホームページ等でお
知らせします。

６月１４日（月） 開 　 　 会
（ 市 長 の 提 案 説 明 ）

６月１６日（水） 一 般 質 問
６月１７日（木） 一 般 質 問
６月１８日（金） 一 般 質 問
６月２１日（月） 議 案 審 議
６月２２日（火） （ 建 設 水 道 委 員 会 ）
６月２３日（水） （ 市 民 福 祉 委 員 会 ）
６月２４日（木） （ 総 務 文 教 委 員 会 ）
６月２５日（金） （ 予 算 決 算 委 員 会 ）
６月２９日（火） 議 案 審 議 ・ 閉 会

市
議
会
の
傍
聴

市
議
会
の
傍
聴

　
市
議
会
の
本
会
議
及
び
委
員
会
は
一
般
に
公
開
し
て

い
ま
す
。
会
議
当
日
の
８
時
30
分
か
ら
市
役
所
５
階
の

議
会
事
務
局
で
受
付
い
た
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
傍
聴

で
き
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
議
会
事
務
局
で
傍

聴
券
の
交
付
を
受
け（
先
着
順
）、入
場
し
て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

の
た
め
、
傍
聴
さ
れ
る
場
合
は
、
次
の
点
に
つ
い
て
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
マ
ス
ク
の
着
用

・
備
え
付
け
消
毒
液
に
よ
る
手
指
の
消
毒

・
検
温
の
実
施
（
37
・
５
度
以
上
の
方
は
、
ご
遠
慮

願
い
ま
す
）

　

井
原
市
議
会
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

ご
意
見
・
ご
提
案
を
幅
広
く
集
め
て
、
今

後
の
議
会
活
動
に
役
立
て
る
た
め
、
公
民

館
な
ど
市
内
の
公
共
施
設
24
カ
所
に
、
議

会
へ
の
提
案
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
提
案
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

〜 ご提案をお寄せ下さい 〜

【お詫びと訂正】
令和３年２月号１２ページの「市民の声を聴く会」意見交換会での意見の内、「美星保育園は土曜日に子どもを預かって
もらえない」と記載していましたが、市内の他の保育園と同様に土曜日も保育を行っております。訂正のうえ謹んでお詫
び申し上げます。
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